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研究成果の概要（和文）： 

この研究のおもな成果は、二葉亭四迷の「浮雲」という明治時代の小説作品の電子テキ
ストデータと、それに基づき作成した、電子版の語彙索引と漢字索引のデータである。近
代日本の文学および言語の資料としてきわめて重要な「浮雲」の、当時の本文を極力再現
した電子テキストデータと、専門的な研究にとっては必要不可欠な索引は、この研究によ
って初めて作成されたものであり、今後、その利用者に裨益するところ大であろう。 
 

研究成果の概要（英文）： 

 The main fruits of this research are a electric text data of Futabatei Shimei‘s 

“Ukigumo”,and its indexes of vocabulary and kanji. “Ukigumo” is not only a novel in 

Meiji period, but  also a very important material for studies of modern Japanese 
literature and language.  These fruits are its first electric text data and indexes. 
Therefore hereafter these will be extremely useful tools. 
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１．研究開始当初の背景 

 今回、研究対象とした、二葉亭四迷の「浮
雲」という作品は、日本の近代小説の先駆け
であり、いわゆる言文一致体の最初の文章と
して記念碑的な存在であることは周知のと
おりである。それゆえ、近代文学研究におい
ても、近代日本語研究においても、きわめて
重要な資料として、さまざまな研究が行われ、
その基盤たる個人全集も複数の出版社から

出されている。 

 にもかかわらず、これまでは「浮雲」の索
引はもとより、原本に忠実な本文の電子テキ
ストデータもないという状況にあった。小説
をはじめ、近代文学資料の語彙索引は冊子体
である程度は出版されているし、電子テキス
トデータも国立国語研究所から大規模なも
のが公開されている。しかし、「浮雲」につ
いては、国立国会図書館の電子ライブラリー
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に収められているものの、画像データである
ため、検索にはなじみにくく、インターネッ
トの青空文庫のテキストは、新潮文庫を底本
としているため、原文の表記とは異なってい
て、学術的な利用には耐えがたい。 

 当然あるべきと考えられる「浮雲」の索引
や電子テキストがこれまで作成されなかっ
た要因としては二つ考えられる。一つは底本
の問題、もう一つは技術的な問題である。 

 「浮雲」は第一篇が明治 20 年、第二篇が
明治 21 年に、それぞれ単行本として金港堂
書店から出版されたが、第三篇は文芸雑誌
『都の花』に明治 24 年に４回連載されて終
了した（一般には中絶とされる）。その後、
全篇を一冊にまとめたものが明治 24年に「再
版」と称して出版されている。従来は、原文
に即した研究の場合は、近代文学館が復刻し
た単行本（第一編・第二篇）と復刻版の『都
の花』掲載分(第三篇)を基本資料としてきた。
初出というだけならばそれでも適切なので
あるが、利用が不便であるだけでなく、１冊
本の再版本の所在確認が困難だったため、両
者の比較検討もなされなかった。以上のよう
な事情により、索引なり電子テキストなりを
作成するにあたって必須の前提となる底本
の問題が解決されないままであった。 

 技術的な問題としては、単語分節と索引作
成の両方に障害があった。「浮雲」は口語と
文語、近代語と古代語が入り混じった文章で
あり、かつ誤植も少なからず認められること
から、一律の一般的な基準では単語の分節や
同定の判断に窮するものが多く、必然的に索
引化するにもその統合・整理も従来の方法で
は対応しえなかった。さらに、電子化するに
あたって、これまでのパソコンの日本語ソフ
トの技術レベルでは、文字や符号などのバラ
エティーを忠実には到底、再現しえなかった。 

 研究代表者自身は、20 年以上も前に、数人
で、初出資料を用いて、「浮雲」の手書きに
よる語彙索引カードの作成に着手し、一応そ
の作業は完了していたものの、もろもろの事
情により、その整理に至らぬままとなってい
た。そして、その間、余人による、どのよう
な形であれ、ついに「浮雲」の語彙索引が公
開されることなく、この研究当初の時点を迎
えることになった。 

 しかし、冒頭で述べたように、この状態を
放置しておくことは、近代の文学研究・日本
語史研究の今後にとって、致命的な欠如とな
りかねない。幸いに、従来の問題が解決でき
る状況が整いつつある。すなわち、底本につ
いては国文学資料館から再版本がリプリン
ト版として出版され、広く入手しやくなった
こと、技術についてはパソコンやソフトの急
速な進歩と普及により、以前とは比較になら
ないほどの便宜が可能になったこと、である。
さらには、研究分担者（服部隆）が全集本に

よるものであるが、「浮雲」の電子テキスト
データを私に作成してあり、土台となりえる
ものがあった。 

 このようなことから、件んの研究の実現が
十分に可能であると判断された。 

 

２．研究の目的 

 １．をふまえて、研究の目的は次の二つで
ある。 

 第一に、「浮雲」本文を電子データ化する
ことである。その際、底本には「浮雲」の再
版本を使用する。また、その再現にあたって
は、版面・文字・符号、さらに誤植までも、
極力忠実に反映するようにする。そして、そ
の成果物はＤＶＤに収めて頒布し、研究に自
由に利用できるものとする。 

 第二に、第一の「浮雲」の電子データ化し
たテキストに基づいて、索引作成を作成する
ことである。その際、可能な限りの「各種」
をめざすが、最低限、索引として利便性がも
っとも高い語彙索引と、底本ならではの漢字
索引は完成させる。作成にあたっては、どち
らも従来の紙媒体では不可能だった、さまざ
まな項目による相互検索機能を装備する。合
わせて、本文データとともにＤＶＤに収める
ことにより、その機能を強化する。 

 第一目的も第二目的も、その達成のための
作業の方針・設計には、従来とは異なるもの
が必要となるため、それらの作業の検討・実
行自体が新たな研究となりえた。 

 

３．研究の方法 

 第一目的の「浮雲」本文の電子データ化に
あたっては、具体的に次のような方法をとっ
た。 
（１）研究分担者（服部隆）の作成した全集
本のデータを元にして、底本本文の入力を、
篇ごとに、業務委託して行った。入力にあた
っては、底本に忠実であることを原則し、ワ
ープロソフト（ワード）で再現できないもの、
あるいは誤植とみなされるものは、すべて赤
字表示し、必要に応じてコメントを付した。 
（２）入力したデータを、研究代表者および
研究分担者が分担して校正した。 
（３）公開用にページごとの版面作成とペー
ジ数付けなどを業務委託し、研究代表者が最
終的な全体の統一とコメントの整理を行っ
た。 
（４）以上の電子データ化と並行して、本文
情報を充実させるために、初出本本文との異
同に関するデータおよび再版本の別本の画
像データも作成した。 
 第二目的の索引作成にあたっては、具体的
に次のような方法をとった。まず、語彙索引
については、 
（１）本文の分節方法について、サンプルを
用いて、利用可能な、さまざまな形態素解析



 

 

ソフトを適用してみて、もっとも適切な方法
を検討した。その結果、「浮雲」に対しては、
従来のソフトにはどれも一長一短があり、ま
た費用対効率を考えると、文節単位に分節し、
そのうえで単語単位に分節する方法をとる
ことにした。 
（２）本文入力の完了を待って、順次、電子
化されたテキストに、文節の切れ目を示す記
号を入れていった。 
（３）（２）の作業ののち、その記号ごとに
切り分けて、テキストファイルをエクセルデ
ータ化した。 
（４）（３）のデータを元に、さらに単語に
分ける記号の入力を行った。その際、単語単
位は、語構成要素に分解し、文字通りの形態
素単位にすることを原則とした。そのうえで、
それごとに切り分けたデータを作成し、それ
ぞれにいくつかのタグ（表記形・語構成・所
在箇所・品詞（活用形）・文体・備考）を表
示した。（２）から（４）の作業には、研究
代表者と研究分担者（服部隆）があたった。 
（５）（４）の完了ののち、五十音順にソー
トし、校正・全体の統一などを行った。これ
は研究分担者（服部隆）があたった。 

漢字索引については、 
（１）語彙索引データをもとに、漢字だけを
残して、それを JISコード配列順にソートし、
エクセルデータ化した。この作業には研究分
担者（服部隆）があたった。 
（２）（１）のデータにより、その全体の統
一と情報の整理を行った。これは研究代表者
が担当した。 
 
４．研究成果 

以下の研究成果をまとめ、その電子データ

ファイルを１枚のＤＶＤに収めた。 

凡例／新編浮雲（再版）本文／新編浮雲（

再版）語彙索引／新編浮雲（再版）漢字索

引／新編浮雲初版・再版の異同一覧／遠藤

好英氏架蔵再版本（ＰＤＦ） 

これらの成果の詳細は実物を閲覧すること

によってしか確認しえないので、本報告書に

は、これらのデータの研究上の意義（位置付

け・インパクト・展望）について、以下に挙

げるにとどめる。 

（１）凡例では、とくに語彙索引・漢字索

引における単位認定や語・文字の同定などに

ついて、資料に即した、新たな方針と方法を

明らかにした。 

語彙索引の作成においては、従来の形態素

解析ソフトではなじみがたい時代の資料であ

るため、最終的にはもっとも素朴な手作業に

よることになった。それは一方ではソフト開

発上の限界の問題、もう一方では資料言語の

時代性の問題であって、方法の便宜よりも言

語実態に即すことを優先した結果であった。

手作業によった分だけ、時間も労力も予定以

上に要することにはなったものの、それを通

して、「浮雲」の性質が浮き彫りにされるこ

とになり、１．には、それをふまえた手続き

が示されている。これは、とりわけ日本語研

究にとっては、非常に重要な知見を示してい

るといえる。 

また、漢字索引については、当時の活版印

刷の状況もあって、現代とは異なる処理が求

められたが、利便性あるいは汎用性を考えれ

ば、常用漢字表やJISコードを基準として、そ

れ以外はテキストデータ自体を参照する形で

利用するのが妥当であることを説明した。今

後、電子版による漢字索引を作成する場合の

参考となることが期待される。 

（２）「浮雲」本文の、再版本による初めて

の電子データ化自体の意義は改めて言うまで

もない。それもさることながら、従来は無視

されてきた、漢字の字体、変体仮名、各種符

号などを、電子媒体で、しかも検索可能な状

態で、極力再現できる方法を試みた点にも、

意義がある。 

（３）語彙索引自体が「浮雲」については初

めてであり、その電子版により、利用の便宜

や方法は飛躍的に広がることが予想される。

とくには、語構成要素ごとの見出し語と語構

成欄の設定により、どちらからでも検索可能

になり、その他のタグも含め、単語の使用実

態を精細かつ多面的に調査できる。また紙媒

体ではなしえなかった全データ表示により、

さまざまな加工・整理が可能になったことも

大きい。 

（４）（３）同様、漢字索引もまた「浮雲」

では初めての成果であり、近代の文学資料で

は漢字索引そのものがきわめて少ないという

意味でも、当時の漢字の使用状況を知るうえ

で、利用価値は非常に高いと考えられる。し

かも、語彙索引同様、すべてのデータを表示

し、かつ語彙情報も付加しあるので、これの

みによる漢字の調査・研究が可能であるとい

う点も、従来の漢字索引にはない特長といえ

る。 

（５）従来の研究の多くが拠っていた初出本

とのおもな異同を一覧できるようにしたデー

タであり、これもまた全体的なものとしては

初めて公にされるものである。詳細な検討は

今後のことになるが、作品テキストにおける

著者自身の意図と編集・出版との関係など、

新たな問題の提起が期待される。 

（６）再版本の別本も、これまでに公開され

ることのなかった成果であり、同じく再版と

は称しながらも、活字の種類や大きさなど、



 

 

微妙な違いも認められ、当時の出版状況を知

るうえで好個のデータである。 

全体として、近代当初の日本文学・日本語

・出版などに関する今後の研究にとって、「

浮雲」の本文および索引の資料それ自体の価

値はもとより、電子データとして、広く公開

することによって、目的に応じて、個々の研

究における改変・加工が可能となることの価

値は非常に大きいと考えられる。 
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